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新干 IJ 

□山 本正江，田中伸幸（編）： 牧野富太郎植 
物採集行動録明治 • 大正篇 200 pp. 2004. 
同昭和篇 208 pp. 2005. B5 版.高知県立牧 
野植物園. ¥5,700. ISBN: no number. 

牧野富太郎博士の日記を軸に，採集標本ラ 
ベルをはじめ，田代善太郎日記，根本莞爾伝 
などの資料から抽出した情報を元にして，博 
士の行動を日単位で記録したものである.編 
者の山本氏は，東京都立大学牧野標本館で， 
永年にわたって牧野標本の整理にたずさわっ 
てきた.牧野標本館では設立当初から，わが 
国ではじめてカードシステムを抹用し，一点 
につき一枚のカードに標本情報を記録してき 
たが，標本につけられた走り書きのメモの解 
読に非常に苦労したと聞いている.また産地 
が読み取られたとしても，それを地図上に特 
定して位置情報化するに足る記述が伴ってい 
ないため，同じ地名があちこちにあってどこ 
だかわからないというジレンマも少なくなかっ 
たようだ.この日記がそういう問題を解決す 
る鍵になると，山本氏が考えたのはもっとも 
である.実際この日記によって，ラベルの記 
録を訂正することができた例もあるという. 
日記自体の解読も，そうたやすいことではな 
かったという.田中氏は牧野植物園にあって， 
一般の質問に対応するためにも日記の利用が 
必要であることを実感し，山本氏に協力して 
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編纂にたずさわった.中にははがきの消印か 
ら場所や日時を特定したケースもあるという. 

お二人の努力と多くの方の協力により出来 
上がった本書は，牧野博士の行動の記録にと 
どまらず，彼と交流した人たちの足取りを記 
録するものとして，多方面の利用が期待され 
る.私は視き見しただけだが，明治29年に台 
湾での採集に先立って，ピストルと弾丸50発 
を購入との記事が目にとまり，当時の調査に 
それほどの覚悟が必要だったことを，あらた 
めて認識した.購入の申込先は（財）高知県 
牧野記念財団（郵便振替01620 -6-49993) で 
ある. （金井弘夫) 

□大澤雅彦（監訳） ：ヘイウッド花の大百科 
事典 305 pp. 2005. ¥37,800. A 4判.朝 
倉書店. ISBN 4-254-17114-5 C 3545. 

本書は V. H. Heywood (ed.): Flowering 
Plants of the World の翻訳で，原著は 1978 年 
に出版され，1993年に一部が改訂された.今 
回の翻訳書は改訂版によっている.原著は科 
のレベルで世界の被子植物が概説されたもの 
である.各科ごとに，それぞれの科を代表さ 
せた1または複数の種の図があり，説明文は 
科の特徴，科内レベルの分類，経済的利用の 
3項目に分けられて簡潔にまとめられ，科の 
分布図を世界地図上に分布範囲を色づけして 
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示している.植物図については，大部分の科 
は陰影付きの単色図に一部彩色を加えた図 
(全形図，拡大図，解剖図）であるが，マメ 
科やキク科などでは全部彩色図となっている. 
いずれも美しく分かり易く描かれて いる. 科 
ごとに1人ずつの分担で解説され，執筆者は 
総勢44人からなる. 

原著は27年前に刊行されたもので，国際的 
に高い評価を得た著作であり，日本でも多く 
の分類研究者は既に手にしているだろう.こ 
の27年間に分類学の知識は著しく増加したか 
ら，現在の被子植物の知識に比べると原著の 
内容はすっかり古くなっている.しかし，原 
書は被子植物全体を形態に基づいて分かり易 
く かつ 簡潔にまとめており，当時の科 レベル 
の知識が集約されている.その上今日に至る 
も国内外に手軽な類書がない.原書に盛り込 
まれている形態の知識は分類の基礎として今 
日も通用するものであるから，この点では今 
日でも日本語訳書刊行の価値はあると思う. 

タイトルを除けば，この翻訳書の内容は原 
著にそって翻訳されている.しかし，一部に 
誤訳や説明不足のあることが惜しまれる.重 
要な点を例にすると，「はじめに」の中で花 
の形態学上の定義を『花は「縮約され，高度 
に変形させられた胞子葉」とみなすことがで 
きる』と訳しているが，『花は「胞子をつけ 
る短縮して著しく変形したシュート」と解釈 
されている』とでも訳すべきではないかと思 


う.用語集では，背側の dorsal ( p . 15用語集 
左列）を「上側，軸の反対側」とし，腹側 
ventral ( p . 18用語集右列）を「下側の」と間 
違えて説明している.なお，原著でも 
dorsal = upper , ventral = on the lower side となつ 
ていた.図 A ( p . 8) では hypogynous が「子房 
下生の」， epigynous が「子房上生の」と訳さ 
れていて，意味が逆になっている.掲載用語 
英日対照表では adnate を「側着の」とだけ 
しているが，本義である「(異類）付着の」 
が必要である. 

この翻訳書では原書の植物図が正確に複写 
されていて，その美しさもよく出ている •一 
部の図はやや派手になった印象を受ける.製 
本はいささか贅沢に感じられるくらいに立派 
である.出版社は本訳書をガー デニング 愛好 
者から植物学の研究者までを対象とすると宣 
伝しているが，「花の大百科事典」と改変さ 
れているタイトルからみると，植物学の教科 
書であるよりもガー デニング 愛好者のための 
植物案内であり，花の美術書を意図したかの 
ような印象を受ける.植物学研究者の立場か 
らすれば高価であるが翻訳ができて便利であ 
る.植物分類学者にとってはもちろんのこと 
であるが，植物形態学，植物生態学など分類 
学周辺の分野，園芸学や林学など農学分野， 
薬用植物学分野などの研究者にも役立つこと 
が多いだろう. （大橋広好） 



